
 

 

 

鉄軌道輸送の安全にかかわる情報（平成２３年度）の訂正について 

 

平成２４年１１月 

 

 

平成２４年７月２０日に公表しました「鉄軌道輸送の安全にかかわる情報（平成

２３年度）」につきまして、鉄道事業者から踏切障害事故の変更届出（原因種別の変

更）及び一部の数値に変更がございましたので以下の通り訂正いたします。（赤字下

線の部分が訂正箇所になります。） 

 

 

  

●鉄軌道輸送の安全にかかわる情報（平成２３年度）［概要板］ 

 
４．高齢者の関係する事故 

 

図７：第１種踏切道における自動車の踏切事故の原因別件数（平成２２・２３年度計） 

 

          （運転者が６０歳未満）               （運転者が６０歳以上） 
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５．輸送障害 
 

○ 平成２３年度に発生した輸送障害は５，２７８件で対前年度３５９件（７.３％）増でした。

(図８参照) 
 

○ 車両故障等による輸送障害のうち、車両故障によるものが８８１件で対前年度１１８件

（１５.５％）増、係員の取扱い誤り等によるものが２７０件で同６４件（３１.１％）増でした。 
 

○ 線路内立入り等による輸送障害のうち、自殺によるものは６０１件で対前年度２２件

（３.５％）減の他、動物によるものが３１２件で同２３件（６．８％）減でした。 
 

○ 風水害、雷害、地震等による輸送障害のうち、降雨等の水害が５７１件で対前年度

１０５件（２２.５％）増、雪害が３６１件で同３４件（１０.４％）増、風害が３３７件で同５６件

（１９．９％）増、地震が１６４件で同２件（１.２％）増など、自然災害によるものが増加しま

した。 

 

 

図８：輸送障害件数の推移 
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●鉄軌道輸送の安全にかかわる情報（平成２３年度） 

 

【Ｐ１３】 

２．３ 踏切事故の発生状況 

(2) 踏切種別別・衝撃物別・原因別及び関係者年齢別の踏切事故件数等 

 

○平 成 ２３年 度 に発 生 した踏 切 事 故 ３３１件 の踏 切 種 別 別 の内 訳 は、第 １種 踏 切

道 ２７７件 （８３．７％）、第３種踏切道１１件（３．３％）、第４種踏切道４３件（１３．０％）とな

っています。 

○衝撃物別の内訳は、自動車１６７件（５０．５％）、二輪２７件（８．２％）、自転車などの軽車

両３６件（１０．９％）、歩行者１０１件（３０．５％）となっています。 

○原因別の内訳は、直前横断１７２件（５２．０％）、落輪・エンスト・停滞１０１件（３０．５％）、側

面衝撃・限界支障４３件（１３．０％）、その他１５件（４．５％）となっています。 

  



 

 

【Ｐ１４】 

図９：踏切種別、衝撃物別、原因別及び関係者年齢別の踏切事故件数（平成２３年度）           

① 踏切種別別                      ② 衝撃物別 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

③ 原因別                       ④ 関係者年齢別 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

側 面 衝 撃 ・限 界 支 障：自動車等が通過中の列車の側面に衝突したもの及び自動車等が列車と接触する

限界を誤って支障し停止していたため、列車が接触したもの 

停 滞 ・落 輪 ・エンスト：自動車等が落輪、エンスト、踏切道を通過する前に出口側の遮断機が降下し、自

動車が踏切道内に停滞して列車が接触したもの 

関 係 者 年 齢：歩行者等の年齢（自動車等にあっては、運転者の年齢） 
 

○平成１９～２３年度の５箇年における踏切道１００箇所１年当たりの踏切事故件数は、第３

種踏切道が１．４３件、第４種踏切道が１．５７件であり、これらと比較すると一般的には道

路の交通量若しくは列車の本数が多く、又は列車の速度が高い傾向にある第１種踏切道

の０．８９件より高くなっています。特に、自動車の直前横断による踏切事故は、第３種踏

切道が０．８１件、第４種踏切道が０．７８件であり、第１種踏切道の０．１１件よりも高くなっ

ています。 
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【Ｐ１５】 

図１０：踏切種別別の衝撃物別・原因別の踏切事故件数等（平成１９～２３年度） 
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注１：踏切道数は、平成２４年３月末のものである。 

注２：〔 〕内の数値は、それぞれの種別の踏切道   

   １００箇所１年間当たりの踏切事故件数である。 

（「平成１９～２３年度の５年間に発生した踏切事故 

件数」を「平成１９～２３の各年度末の踏切道数の 

和」で除して得た数値に、１００を乗じて得た数値） 



 

 

【Ｐ２１】 

４ 輸送障害に関する事項 
 

４．１ 輸送障害の発生状況 

(1) 輸送障害件数の推移等 

○平成２３年度に発生した輸送障害（列車の運休、旅客列車の３０分以上の遅延等）は、

５，２７８件で対前年度３５９件（７．３％）増でした。 

○車両故障、施設故障等による輸送障害（部内原因）は、１，５１８件（２８．８％）で対前年度

１２３件（８．８％）増でした。このうち、車両故障等によるものが８８１件で同１１８件

（１５．５％）増、係員の取扱い誤り等によるものが２７０件で同６４件（３１．１％）増でした。 

○線路内立入り等による輸送障害（部外原因）は、１，８５０件（３５．１％）で対前年度４５件

（２．５％）増でした。このうち、自殺によるものは、６０１件で同２２件（３．５％）減、動物によ

るものは３１２件で同２３件（６．８％）減でした。 

○風水害、雷害や地震などの自然災害による輸送障害（自然災害）は、１，９１０件（３６．２％）

で対前年度１９２件（１１．１％）増でした。なかでも、水害によるものが５７１件で同１０５件

（２２．５％）増、雪害によるものが３６１件で同３４件（１０．４％）増、風害が３３７件で同５６件

（１９．９％）増、震害によるものが１６４件で同２件（１．２％）増でした。 

○なお、運転事故に伴う列車の運休、旅客列車の３０分以上の遅延等があっても、運転事

故との重複計上を避けるため、輸送障害として計上していません。平成２３年度に発生し

た運転事故８６６件のうち５７４件は、列車の運休、旅客列車の３０分以上の遅延等があっ

たものです。 

  



 

 

【Ｐ２２】 

図１６：輸送障害件数の推移 

① ＪＲ（在来線＋新幹線）と民鉄（鉄道＋軌道）の合計 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【Ｐ２３】 

④ 民鉄(鉄道)  
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【Ｐ２９】 

５．２ 保安監査の実施状況 

 

○国土交通省は、全国２０５鉄軌道事業者（平成２４年３月末現在）に対して、輸送の安全を

確保するための取組、施設・車両の管理・保守、運転取扱い等が適切かどうかについて、

保安監査を行っています。 

○平成２３年度は、計画的保安監査を５４の鉄軌道事業者に対して計６１回実施し、その結

果に基づいて３２の鉄軌道事業者に対して文書による行政指導を計３２件行い、改善を求

めました。 

○また、計画的な保安監査のほか、重大な事象が発生した場合等、特に必要がある場合に

は、特別保安監査を実施しています。平成２３年度は１事業者に対して実施し、その結果

に基づいて、５．３の表７に記載する事業改善の命令とともに、表６に掲げる文書による行

政指導を行い、改善を求めました。 
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【Ｐ３４】 

７ 輸送の安全にかかわる施設等に関する事項 

 

７．１ 踏切保安設備の整備状況 

 

(1) 踏切道数の推移 

 

○平成２３年度において、２．１(3)に記述したとおり踏切事故は運転事故の３８．２％を、また

踏切事故による死亡者は運転事故による死亡者の３７．９％をそれぞれ占めており、踏切

事故防止は鉄道の安全確保上、極めて重要なものとなっています。 

○踏切事故件数は、立体交差化や統廃合による踏切道数の減少や第１種踏切道への改良

等の踏切保安設備の整備等により、年々減少しています。 

○これまで踏切保安設備の整備が着実に進められてきた結果、現在では踏切道の８８％が

第１種踏切道となっています。また、踏切遮断機等の設備のない第３種踏切道及び第４

種踏切道は、年々減少していますが、平成２３年度末においてそれぞれ８４１箇所及び

３，１３８箇所残っており、２．３(2)に記述したとおり同年度に踏切事故がそれぞれ１１件（踏

切事故全３３１件の３．３％）及び４３件（同１３．０％）発生しています。 

 

図１８：踏切道数と踏切事故件数の推移 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 横軸、Ｈ１７以降は１年間隔であるが、Ｓ３５～Ｈ１７は５年間隔である。 

 



 

 

【Ｐ３５】 

表１０：踏切種別別の踏切道数の推移           （箇所） 

年 度 第 １ 種 第 ３ 種 第 ４ 種 合 計 

平成 19 年度 30,027 （87％) 992 (3％) 3,528 (10％) 34,547 

平成 20 年度  29,900 (87％) 947 (3％) 3,405 (10％) 34,252 

平成 21 年度  29,930 (88％) 907 (3％) 3,305 (10％) 34,142 

平成 22 年度  29,967 (88％) 861 (3％) 3,230 (9％) 34,058 

平成 23 年度  29,988 (88％) 841 (2％) 3,138 (9％) 33,967 

注１：（ ）内は構成比を示す。四捨五入しているため、その和が１００％となっていない年度がある。 
 

注２：兼掌踏切（複数の事業者の鉄道線路をまたぐ踏切道）は１箇所として計上している。 
 

注３：上記踏切道数は、各年度末のものである。 

 

 

【Ｐ３６】 

(3) 事業者区分別の踏切道数等 

 

○事業者区分別の踏切道数及び踏切支障報知装置設置踏切道数は、表１２のとおりです。 

 

   表１２：事業者区分別・踏切種別別の踏切道数（平成２４年３月末現在）  （箇所） 

事 業 者 区 分 第 １ 種 第 ３ 種 第 ４ 種 合 計 
踏 切 支 障
報 知 装 置

ＪＲ（在来線） 18,671 573 1,772 21,016 14,540 

民鉄等 10,920 247 1,327 12,494 6,990 

大手民鉄 5,692 51 14 5,757 5,094 

公営地下鉄等 1 0 0 1 1 

中小民鉄 5,227 196 1,313 6,736 1,895 

路面電車 397 21 39 457 122 

踏切支障報知装置：踏切道内で自動車の脱輪やエンスト等により踏切道が支障した場合、踏切支

障押しボタン等の手動操作又は踏切障害物検知装置による自動検知により、

踏切道に接近する列車に危険を報知するための装置 
 

※１  「大手民鉄」は、東京地下鉄（株）を除く１５社です。 

※２  「公営地下鉄等」は、東京地下鉄（株）を含みます。 

※３  「中小鉄道」は、準大手鉄道事業者を含みます。 

 

  



 

 

【トピック】 

(３) 高齢者の関係する事故 

③ 第１種踏切道における自動車の踏切事故の原因別件数 

（運転者が６０歳未満）        （運転者が６０歳以上） 
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